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［はじめに］ 

瀬戸内海は、本州、九州、四国に囲まれた日本最大の閉鎖性海域であり、温暖な気候と

豊かな魚介類に恵まれ、古くから人間の生活に寄与してきた地域であります。また、灘や

瀬戸と呼ばれる変化に富む海や多くの島々からなる美しい景色と自然の多いところで、日

本で初めての国立公園に指定されました。 

しかしながら瀬戸内海は、昭和 40 年頃からの高度経済成長期において油や工場排水や家

庭排水等が瀬戸内海に流入し、赤潮の発生等により大きな漁業被害が発生する等環境の悪

化が進み、「瀕死の海」と呼ばれた時期がありました。このため昭和 45 年に水質汚濁防止

法が、昭和 48 年に瀬戸内海環境保全臨時措置法（昭和 53 年瀬戸内海環境保全特別措置法

として恒久化、以下瀬戸内法という）が制定され、関係府県市や、事業所、漁業団体、環

境活動団体等が協力し瀬戸内海の環境改善に向けた活動が進められてきました。このよう

な状況の中、瀬戸内法の趣旨の周知と環境保全に向けた意識の高揚を図る目的で、昭和 52

年に社団法人瀬戸内海環境保全協会（以下「瀬戸協」という。）が設立され、瀬戸内海知事・

市長会議構成団体（33 団体）、瀬戸内海環境保全地区衛生組織（7 団体）、漁業協同組合連

合会（10 組合）、全国漁業協同組合連合会、財団法人国立公園協会の正会員 52 団体と、瀬

戸内海沿岸で事業を営んでいる企業 83 社（賛助会員）にて構成されています。 

瀬戸協の主な事業活動は、①普及啓発活動、②情報収集・発信事業、③調査研究事業と

なっています。 

［活動内容］ 

主な事業活動として、瀬戸内海の環境保全の大切さを理解していただくための情報を収

集し、発信していく活動を行っています。主な内容は、総合誌｢瀬戸内海｣（平成 6年より）

と「瀬戸内海の環境保全」資料集（昭和 53 年より）の発行です。この「瀬戸内海の環境保

全」資料集は、昭和 53 年に第 1 号が出版され、今年で 33 年間継続して発行（有料）され

ており、この間、多くの科学者や行政の方に引用等活用されています。データについては、

毎年、環境省水大気環境局の監修のもとに、瀬戸内海の概況、埋め立て状況、水質・底質

の現況、赤潮の発生状況、油による海洋汚染、瀬戸内海の環境保全対策を中心に編集して

おり、それらに関連する資料も含まれています。 

このような長期的に蓄積されたデータからは色々な視点でデータを再整理することがで

きます。例えば、瀬戸内海において化学的酸素要求量（以降「COD」という）、窒素、リン

の総量削減が導入されたことにより陸域からの栄養塩類の負荷が徐々に低下して取り組み

の成果が出ていると思われますが、海域の COD、窒素、リン濃度は総量削減の導入の前後で

は顕著な変化は見受けられません。（COD の総量削減は昭和 53 年度から、窒素、リンの総量

削減は平成 13 年から導入されています。）また、栄養塩類濃度が関係するといわれている

赤潮の発生件数については、昭和 51 年度 300 件近く発生していた赤潮は、昭和 52 年以降、

COD の総量削減効果により 200 件以下に減少しておりますが、昭和 62 年以降は 100 件前後
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で推移しています。 

瀬戸内海における漁獲量については、昭和 60 年頃をピークとして減少傾向にあります。

この原因としては、藻場・干潟が埋め立てによる生物生息場所の消失や水環境の悪化等に

より生物の生息環境が悪くなったからであると言われています。 

このような事例がこの資料集に掲載されているデータにより検討することができると思

われます。以下に、資料集に掲載されている事例として陸域からの COD 発生負荷量、海域

における水質（COD）の推移、瀬戸内海における赤潮発生件数の推移を示しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［今後の課題・展望］ 

長期間にわたる瀬戸内海の概況をはじめとして海文化にいたる幅広い分野の貴重なデー

タの収集を今後とも継続していく必要性を感じるとともに、環境の変化に応じたデータを

収集するために、学識研究者の意見を取り入れて編集内容の検討も視野に入れながら「瀬

戸内海の環境保全」資料集の発行を継続していきたいと考えています。 

 

図３．瀬戸内海における赤潮発生件数の推移 

 
図 2．瀬戸内海における水質（COD）の推移

 

図 1．瀬戸内海における COD の発生負荷量の推移 
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